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Fact Sheet 
VISUAL VOLTAGE



	展示会について
	開催場所
	主催者

	Visual Voltage
- スウェーデンのデザインとアートの視点
本展示会では、ビジターが電気のさまざまな側面を模索し、またエネルギーの消費を目で見ることによって考えることができます。スウェーデンの選りすぐられたアーティストとデザイナーがエンジニアと協力し、技術的ノウハウを用いて環境的を考慮した革新的な本展示会を作り上げました。本展示会では、インタラクティブ・インスティテュートやアート展示での数年に渡る学際的研究で得られたコンセプトやプロトタイプが展示されます。これまで目にしたことがない電気の形を見ることができるでしょう。本展示会はスウェーデン文化交流協会とインタラクティブ・インスティテュートが主催しています。

	巡回展
上海2008年10月21日 ～11月10日、ワシントンDC. 2009年3月31日～6月7日、ブリュッセル2009年9月10日～10月25日、ベルリン2009年12月2日 ～2010年1月24日、北京2010年4月8日 ～5月23日、東京 2010年10月21日～11月15日。


	スウェーデン文化交流協会（SI）は、スウェーデンへの関心と信頼を世界が注目するようべく機能する公的機関。SIは戦略的なコミュニケーションと文化、教育、科学、ビジネス分野での交流を通じて、他国との協力的で永続的な関係を築くことを目的としている。www.si.se, www.sweden.se

インタラクティブ・インスティテュート（II）は、スウェーデンの実験的なITリサーチの機関で、世界に先駆けるアート、デザイン、テクノロジーのノウハウの応用研究を手がける。IIは新たな研究分野、プロダクト、サービスを開発し、企業や公的機関に戦略的アドバイスをする。 www.tii.se



	展示内容

	作品
	説明
	年
	プロジェクト
	プロジェクトチーム

	電力時計
「電力時計」はキッチン時計みたいな電気メーター
	「電力時計」は、日常生活の一部に注意を払うようにとデザインされました。時計は世帯の毎日のエネルギーのリズムを可視化させ、形、場所、使い方においてもキッチン時計を思い起こさせます。いつも見ている時計と同じようにあなたの「電力時計」を見てください。そして意識してください。「電力時計」は、その場の環境の電気量をリアルタイムで表示します。食器洗い機のスイッチがオンになると、即時にディスプレイユニットに表示されます。昨日のグラフはゆっくり消え、今日の消費が前日の上に表示されます。一定の期間のエネルギー消費量を比較できます。

	2006-2008
	「アウェア　－　エネルギー使用の意識を高めるデザイン」／インタラクティブ・インスティテュート

	インタラクティブ・インスティテュート　プロジェクトチーム
ルーヴ・ブロムス、カーリン・エーンベリエル、サーラ・イールステッド＝イェルム、エリーカ・ルンデル、ジン・モエン


	ものほしランプ
「ものほしランプ」は乾燥ラックとランプのコンビネーション
	「ものほしランプ」は、洗濯物を表で日干しするという前向きなシンボルとアクティビティーの混合。同時に独自のランプシェードをデザインできます。さらに、ディスプレイに掛ける洗濯物でステートメントを発します。ランプを点灯すると、部屋に雰囲気を醸し出すだけでなく、洋服の乾きを早くします。この特徴から、伝統的な電球の95％の電気が熱に使われ、5％がライトに使われることを表現。ランプのデザインは、回転式衣類乾燥器の代わりにもの干しで乾かすことを奨励しています。大きなスケールで見れば、かなりの電気消費の節約になるからです。回転式衣類乾燥機は、家庭での電気消費の中でもかなりの割合を占めています。

	2006–2008
	「アウェア　－　エネルギー使用の意識を高めるデザイン」／インタラクティブ・インスティテュート

	インタラクティブ・インスティテュート　プロジェクトチーム

ルーヴ・ブロムス、カーリン・エーンベリエル、サーラ・イールステッド＝イェルム、エリーカ・ルンデル、ジン・モエン


	フラワーランプ
「フラワーランプ」は、遠隔検針という急速に普及しつつある技術に基づいて家庭の消費電力全体を可視化したもの。

	「フラワーランプ」は光だけでなく、まさにその「かたち」で家庭での電力消費を表しています。そのときどきに何ワットの電力が消費されたかを示すというよりも、電力消費の全体的な傾向にランプの形が反応するといった方がよいでしょう。家庭の電力消費が減少傾向になると「フラワーランプ」はゆっくりと開いていき、花が開いた形になります。逆に電力消費が増加するとランプはしぼんだ形になり、ランプが放つ光の質も変わってきます。このようにランプの光と形の両方が家庭での電力消費行動を反映するのです。「フラワーランプ」の美しさをアップさせるには家族全員の電力消費行動を変えなければならないのです。
	2004–2006
	「スタティック！　—　エネルギー使用の意識を高めるデザイン」／インタラクティブ・インスティテュートとフロントのコラボレーションプロジェクト

	フロントプロジェクトチーム
ソフィア・ラーゲルクヴィスト、シャロット・フォン＝デル＝ランケン、

アンナ・リンドグレーン、カティア・セーヴストロム、ヨーラン・ノールダール
技術担当
アントン・グスタフソン、フレドリック・クロンクヴィスト、インタラクティブ・インスティテュート


	エネルギ―・カーテン
「エネルギーカーテン」は布地と太陽熱集熱・発光素材を織り交ぜたカーテン
	「エネルギーカーテン」は、部屋に入ってくる光の量を調節するものという従来のカーテンとわたしたちの関係を、概念的なひねりを入れて捉え直しました。このカーテンは光を集めるためには閉じなければならないのです。日中の太陽光の量とカーテンが閉じられていた時間によって、夜使うための光の貯蓄量が決まります。カーテンを開いて日中の太陽光を楽しむか、夜のために蓄えておくかはユーザー次第です。ですからカーテンを開ける・閉めるといった何気ない行動も、エネルギーの消費か貯蓄という取捨選択を表しているのです。毎日欠かさずこのカーテンはユーザーにこの選択を考えて行動するよう求めます。エネルギーが形を変えて循環するのを文字通りユーザーの手にゆだねるということですね。
	2004–2006
	「スタティック！—　エネルギー使用の意識を高めるデザイン」／インタラクティブ・インスティテュート　

	インタラクティブ・インスティテュート・プロジェクトチーム
アンデッシュ・エーネヴィー、マルゴット・ヤコブス、ラミア・マゼ、カロリーン・ミューラー、ヨハン・レードストロム、リンダ・ヴォルビン

	光る電気コード
「光る電気コード」はこのコードにつながっている電化製品が今現在使っているエネルギーを光のパルス、流れ、明るさで可視化するためのコード

	毎日の生活で私たちは常にエネルギーに囲まれています。テレビは一晩中誰にも気づかれることなく電力を使っているかもしれません。携帯電話の充電器はつい忘れがちなエネルギー泥棒です。

　この「光る電気コード」は家庭でみなさんがエネルギーを再発見するためのツールとしても使えますし、いつでもエネルギー消費量を一目で見ることができるアンビエント・ディスプレイとしても使えます。例えばステレオのボリュームを変えてみるとその影響がすぐに顕著に現れますが、同様に待機電力としてひっそりと電気を盗んでいる家電の様子もわかります。
	2004–2006
	「スタティック！　—　エネルギー使用の意識を高めるデザイン」／インタラクティブ・インスティテュート　

	インタラクティブ・インスティテュート・プロジェクトチーム
アントン・グスタフソン、マグヌス・イレンスヴェード、サーラ・イーステッド・イェルム、クリスティーナ・エーマン
協力

ティンライト株式会社

	高電圧のスピリット

	電線がスウェーデンの地方と都市部、開発された地と原野の両方に延び、いたるところにあるのを見て、アーティストのニルス・エドヴァルズソンはこれを巨大な弦楽器に見立てました。これらの電線が様々な場所で送電時や送電網の結合部で生み出すサウンドを録音する仕事をかって出たのです。そしてできあがったのは、電気や風、電線の周辺環境がオーケストラとなって奏でるダイナミックな音楽だったのです。

	2006-2008
	エドヴァルドソンによるアートプロジェクト。インタラクティブ・インスティテュートとフレドリック・ノルグレンが協力。
	ニルス・エドヴァルドソン（アーティスト）、フレドリック・ノルグレン（サウンドエンジニア）

	メッツォ

	アーティストのスティーブン・ディクソンとトール・ニルソンは二人がエネルギーから連想する数多くのイメージと、人間の思考や諸説の中でエネルギーが生んだたくさんのテーマに思いをめぐらせました。24基の小型モニターが点滅したり、一時停止してまた再生したりしながら、琥珀と静電気の関係についての考えから地球の電磁パルスまで、エネルギーのもつ様々な意味が絡み合う空間をつくっています。そして見る人がエネルギーとは何なのか、どんな意味がそこから生まれ出てくるのか、無数の考えにふけることができるオープンな場となっています。

　この展示に人が近づくと音が出始め、モニターに接近すると音はさらに大きくはっきりとしてきます。見る人の運動エネルギーが音のパワーに転じ、よりクリアになるのです。
	2008
	スティーヴン・ディクソン、トア・ニルソンによるアートプロジェクト。フィジカル・インタラクション・ラブが協力。
	スティーブン・ディクソン（アーティスト）、トール・ニルソン（アーティスト）、フィジカル・インタラクション・ラブのパトリック・アクセルソンとグンナル・カムネル（エンジニア）

	まるで明日がないかのように
	プレキシグラスのモジュールが4つに、人工観葉植物と太陽。これらが一緒になって小さいながらも脈打つ活動を見てとれるオアシスを作り出しています。二酸化炭素メーターが常時この展示セットにデータを入力しており、それを受けて活動はさらに活発になることもあります。この展示空間の中の二酸化炭素が増えると活動は活発になり、観葉植物は伸び、光は明るさを増すのです。「まるで明日がないかのように」は生命と永遠、万物が生まれる夜明けと太陽が沈むたそがれを視覚化したものです。この展示セットはルー・リードの『パーフェクト・デイ』の歌に合わせ、日の出から日没というサイクルをたどっています。
	2008
	ティーナ・フィンネースによるアートプロジェクト。インタラクティブ・インスティテュートとフィジカル・インターアクション・ラブが協力。

	ティナ・フィナス（アーティスト）、エリック・ショディーン（エンジニア）ヘンリック・ベリグレン、ルースベ・デラヴァリ（フィジカル・インターアクション・ラブ）、ヨハン・ストランダール、シャイディ・ショシ



Contact:

連絡先：
スウェーデン文化交流協会

インタラクティブ・インスティテュート
プロジェクト・マネージャー

プロジェクト・マネージャー
ビルギッタ・テナンデル　

マグヌス・ヨンソン 

+46 73 684 20 14


+46 703 22 75 78

birgitta.tennander@si.se

magnus.jonsson@tii.se
www.visualvoltage.se
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